
   

＜毘沙門台東町内会の活動の 3 本柱＞ 
①向こう三軒両隣のお付き合い、②こども達のふる里づくり、③住んで良かったと思える町づくり 

 
東町内会ニュースは毘沙門台東町内会のホームページで確認できます。月頭から掲載しています。 

「毘沙門台東町内会」で検索!見たい時に見られます! スマートフォンも OK! 
 

 大雨に備えましょう  
梅雨本番です。普段から災害に備えることで被害を少なくすることができます。 

① ハザードマップで危険区域や避難場所を確認しましょう。広島市のホームページで公開しています。 

② 家庭内備蓄品を準備しましょう。水，レトルト食品，日用品等を 3 日分以上、用意しましょう。 

③ 広島市や公的機関が発信する防災情報を入手しましょう。警戒レベル 3 で高齢者等避難に時間がか

かる人は避難し、警戒レベル 4 で全員が安全な場所へ避難しましょう。 

雨天後、水量が増える側溝があります。毘沙門天の参道の側溝は水量も多く、流れも

速いようです。小さなお子様が近寄らにように注意しましょう。 
 

 町内大掃除を実施しました  
6 月 20 日（日）8 時から予定通り町内大掃除を実施しました。町内の皆様のご協力により、隅々までき

れいになりました。 
 

 鹿の出没情報が増えています  
町内のあちこちで鹿を見たとの目撃情報を受けています。小さなお子様が鹿に威嚇されたとの情報もあ

ります。町内で鹿を見かけたら、ためらわず 110 番通報しましょう。警察が安全を確保してくれます。 

町内会では煙火（音花火）で鹿を追い払う活動を継続しています。基本的に土曜日の夕方に実施します。 
 

 献血にご協力ください  
以下の通り、献血会を開催します。コロナウィルスの影響で各地の献血会が中止になっており、輸血用

の血液の不足が懸念されています。皆様のご協力をお願いします。 

１．日時：7 月 11 日（日）9：30～12：30，13：30～16：00 

２．場所：毘沙門台集会所（ピュアークック横） 

３．その他：マスクの着用をお願いします。 
 

 7 月のクリーンアップの日  
きれいな町は事故や犯罪も少なく、子ども達の健全育成にもつながり、安心・安全で

住みやすい町づくりになります。 

各ご家庭から 1 名以上のご参加をいただきますようご理解とご協力をお願いします。 

１．日時：7 月 18 日（第 3 日曜日）８：００～９：００ 

２．実施場所：門前清掃がすんだら、最寄りの公園やバス通りの清掃をお願いします。 
※ 「高齢者いきいき活動ポイント手帳」をお持ちの方はスタンプを押しますのでフラワーホールにお持ちください。 

※ 執行役員とフラワーフレンズの皆さんは分担する場所（東公園、東第１公園、東第２公園）に集合願います。 
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 町民農園を準備しています  
広島電鉄株式会社のご厚意で毘沙門台東一丁目 29 番地の 1 区画と 31 番地の 2 区画を農園用地として借

り受けることができました。会員の皆様と野菜や花を育てていきたいと考えています。今後、防獣柵の

設置，希望者の募集，区画整理及び土地改良と進める予定です。詳細は別途お知らせします。楽しみに

お待ちください。 

  

 有価資源の回収にご協力ください!  
有価資源は東町内会の重要な活動資金になります。引き続き有価資源の回収にご協力をお願いします。 

来月以降の回収日は以下の通りです。 

・7 月 5 日（第 1 月曜日）   ・8 月 2 日（第 1 月曜日） 

・7 月 19 日（第 3 月曜日）  ・8 月 16 日（第 3 月曜日） 

 
＜出せる物＞ 

 ○ 金属類（アルミ缶・スチール缶・鉄・鍋など） 

特に“アルミ缶”は必ず有価資源の回収日に出してください！ 

○ 紙類（新聞紙・折込みチラシ） 

 ※町内会の財源が大幅に減少しています。アルミ缶の回収に特にご協力をお願いします！ 
 

東町内会ニュースをお読みいただき、ありがとうございます。 

今回の町内大掃除も町民の皆様にご協力いただき、町内がとてもきれいになりました。年に 2 回の大掃

除であり、町民同士の親睦を深める良い機会と、瀨川会⾧が開始 30 分前から参加のご協力を広報車で呼

びかけました。その甲斐もあって、終了後にお配りする飲み物が不足するほど多くの皆様にご参加いた

だきました。（本人談） 大雨による災害が発生しやすい時期ですが、町民同士の強力な連携で被害が最

小限に抑えられると考えています。 

引き続き町内会活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 


